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教育活動 Educational Activities 
 
学 部  Lectures and Exercises/Practices for Undergraduate Students 
 
☆講 義 
 
解剖学（必修－2年後期Ⅰ・Ⅱ：2単位） 

2005年10月－2006年1月 担当：坂井建雄（順天堂大学医学部） 
火曜日：10:40-12:10 
平成 17 年 

10月18日 人体とはどのようなものか 
10月25日 消化器 
11月1日  呼吸器 
11月8日  泌尿器 
11月15日 生殖器 
11月22日 循環系 
11月29日 神経系 
12月6日 骨格と筋 
12月13日 上肢 
12月20日 下肢 

平成 18 年 
1月10日 頭部 
1月17日 個体発生と系統発生 
1月24日 人体を作る素材 

 
2006年10月－2007年1月 担当：坂井建雄（順天堂大学医学部） 

平成 18 年 
10月24日 人体はどのようなものか 
10月31日 消化器 
11月7日  呼吸器・泌尿器 
11月14日 生殖器 
11月21日 循環系 
11月28日 神経系 
12月5日  骨格と筋 
12月12日 上肢 
12月19日 下肢 

平成 19 年 
1月9日  頭部 
1月16日  個体発生と系統発生 
1月23日  人体を知る解剖学 
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生理学（必修－2年後期Ⅱ：2単位） 
2005年12月－2006年1月 担当：佐々木誠一（茨城県立医療大学） 
月曜日：13:00-16:10 
平成 17 年 

12月5日 生理学の基礎、呼吸 
12月12日 血液と循環  
12月19日 消化と吸収、腎臓の機能 

平成 18 年 
1月16日 内分泌、生殖 
1月23日 神経、シナプスと筋 
1月30日 感覚、神経系 

 
2006年12月－2007年1月 担当：佐々木誠一（茨城県立医療大学） 

平成 18 年 
12月4日 生理学の基礎、呼吸 
12月11日 血液と循環 
12月18日 消化と吸収、腎臓の機能 

平成 19 年 
1月15日 内分泌、生殖 
1月22日  神経、シナプスと筋 
1月29日  神経系、感覚 

 
薬理・毒性学（必修－3年前期Ⅰ：2単位） 

2005年4月－2005年5月 
火曜日：9:00-12:10 
平成 17 年 

4月5日  薬理学（1）  飯野正光（薬理Ⅰ） 
4月12日  薬理学（2）  三品昌美（薬理Ⅱ） 
4月19日  毒性学（1）  遠山千春 

（疾患生命工学センター） 
4月26日 毒性学（2）  渡辺知保 
5月10日 臨床薬物動態学 鈴木洋史（薬剤部）  
5月17日 臨床試験について（特に循環器領域） 

山崎 力（ｸﾘﾆｶﾙﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｯｸｽ研究ﾕﾆｯﾄ） 
林 同文（22世紀医療センター・健康医科学創造講座） 

5月24日 薬のライフサイクルと調査研究 
佐藤嗣道（薬剤疫学） 
久保田潔（薬剤疫学） 

 
2006年4月－2006年5月 

平成 18 年 
4月4日  薬理学（1）  飯野正光（薬理Ⅰ） 
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4月11日  臨床薬物動態学 鈴木洋史（薬剤部） 
伊藤晃成（薬剤部）  

4月18日 薬理学（2）  三品昌美（薬理Ⅱ） 
4月25日 毒性学（1）  遠山千春 

（疾患生命工学センター） 
5月9日  毒性学（2）  渡辺知保 
5月16日 薬のライフサイクルと調査研究 

佐藤嗣道（薬剤疫学） 
久保田潔（薬剤疫学） 

5月23日 循環器・生活習慣病領域の臨床試験について 
山崎 力（ｸﾘﾆｶﾙﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ研究ﾕﾆｯﾄ） 
林 同文（22世紀医療センター・健康医科学創造講座） 

 
人類生態学（必修－3年前期Ⅱ：2単位） 

2005年5月－2005年7月 
火曜日：9:00-12:10 
平成 17 年 

5月31日 生態系のなかの人間 渡辺知保 
6月7日  人間の生存と健康（1）山内太郎 
6月14日 人間の生存と健康（2）渡辺知保 
6月21日 人口からみた人間 渡辺知保・山内太郎 
6月28日 環境問題と人間 渡辺知保 
7月5日  人類生態学の研究（1）教員全員 
7月12日 人類生態学の研究（2）教員全員 

 
2006年5月－2006年7月 

平成 18 年 
5月30日 概論（1）栄養適応／生理適応・環境をつくる人

間 
   渡辺知保 

6月6日  概論（2）行動適応・文化的適応 
梅﨑昌裕 

6月13日 グループワーク 教員全員 
6月20日 人類生態学の最近の話題（1） 
     渡辺知保 
6月27日 人類生態学の最近の話題（2） 
     梅﨑昌裕 
7月4日  人類生態学の最近の話題（3） 
     山内太郎・清水 華 
7月11日  グループワークの発表と全体討論 

 教員全員 
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環境保健学（選択－3年後期Ⅰ：2単位） 
2005年10月－2005年12月 
金曜日：9:00-12:10 
平成 17 年 

10月21日 環境保健学とはどんな学問か？ 
渡辺知保 

10月28日 大気とその汚染 新田裕史 
（国立環境研究所） 

11月4日  環境有害因子の毒性発現メカニズムと健康リス

ク評価 
遠山千春 

（疾患生命工学センター） 
11月11日 人と自然の共生からみた地域生態系健康論 

本郷哲郎 
（山梨県環境科学研究所） 

11月18日 9:00-10:30 地理情報システム（GIS）・衛星リ 
モートセンシングによる環境評価 

梅﨑昌裕 
10:40-12:10 電磁波の生体影響 

上野照剛（生体情報学） 
11月25日 環境リスクアセスメント／疾病適応論：マラリ

アを題材にして 
中澤 港（群馬大学） 

12月2日 次世代影響とその評価法／感受性の個体差はな

ぜ生ずるか？ 
渡辺知保 

 
2006年10月－2006年12月 

平成 18 年 
10月20日 環境保健学とはどんな学問か？ 

次世代影響とその評価法／感受性の個体差はな

ぜ生ずるか？ 
渡辺知保 

10月27日 環境有害因子の毒性発現メカニズムと健康リス

ク評価 
大迫誠一郎 

（疾患生命工学センター） 
11月10日 大気とその汚染 新田裕史 

（国立環境研究所） 
 
11月17日 環境リスクアセスメント／疾病適応論：マラリ

アを題材にして 
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中澤 港（群馬大学） 
11月24日 人と自然の共生からみた地域生態系健康論 

本郷哲郎 
（山梨県環境科学研究所） 

12月1日 鉛曝露とその健康影響 
吉永 淳（新・環境学） 

 
人口学（選択－3年後期Ⅱ：1単位） 

2005年12月－2006年1月 
月曜日：16:20-17:50 
平成 17 年 

12月5日 人口学総論、人口構造の分析 
梅﨑昌裕 

12月12日 出生／死亡の分析 梅﨑昌裕 
12月19日 人類生態学と人口学（1）病気と人口 

中澤 港（群馬大学） 
平成 18 年 

1月16日  人類生態学と人口学（2）インドネシア農村部に

おける出生力と子どもの死亡    
関山牧子 

（サステイナビリティ学連携研究機構） 
1月23日  人類生態学と人口学（3）イスラム社会の出生力

研究 
末吉秀二 

（吉備国際大学） 
1月30日 人類生態学と人口学（4）途上国の人口問題 

梅﨑昌裕 
 

2006年12月－2007年1月 
平成 18 年 

12月4日 人口学概論、人口構造指標の計算 
梅﨑昌裕 

12月11日 出生指標の計算 梅﨑昌裕 
12月18日 死亡指標の計算 梅﨑昌裕 

平成 19 年 
1月15日 アラブ・イスラム社会の出生規範：ヨルダンの

事例 
末吉秀二 

（吉備国際大学） 
1月22日 出生力と健康：インドネシアにおけるリプロダ

クティブヘルス 
関山牧子 
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（サステイナビリティ学連携研究機構） 
1月29日 数理モデルによる人口分析 

中澤 港（群馬大学） 
 
環境工学・人間工学（選択－4年前期Ⅰ：2単位） 

2005年4月－2005年5月 
木曜日：9:00-12:10 
平成 17 年 

4月7日  ユビキタス情報機器とその環境センシングへの

応用 
 保坂 寛（新・環境学） 

4月14日 工学的視点に立った室内環境 
熊谷一清（新・環境学） 

4月21日 上水道・下水道および親水空間における病原微

生物 
   片山浩之（工・都市工学） 

4月28日  土壌・地下水汚染とバイオレメディエーション 
栗栖 太 

（水環境制御研究センター） 
5月12日  有害金属類による汚染の浄化 

福士謙介 
（環境安全研究センター） 

5月19日 医用工学Ⅰ：生体計測と生体制御 
磯山 隆 

（医用生体工学） 
5月26日 医用工学Ⅱ：宇宙環境 

磯山 隆 
（医用生体工学） 

 
2006年4月－2006年5月 

平成 18 年 
4月6日  エコロジカルに探る心身の健康 
     山本義春（教・健康教育） 
4月13日 空間解析と空間心理工学 

 浅見泰司 
（空間情報科学研究センター） 

4月20日  ナノテクノロジーが拓く未来医療 
      片岡一則 

（疾患生命工学センター） 
4月27日  有害物質の管理 福士謙介 
     （環境安全研究センター） 
5月13日  土壌・地下水汚染とバイオレメディエーション 
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栗栖 太 
（水環境制御研究センター） 

5月18日 病原微生物と上下水道 
 片山浩之（工・都市工学） 

5月25日  医用工学：生体計測と生体制御 
磯山 隆 

（医用生体工学） 
国際保健学（選択－4年前期Ⅰ：2単位） 

2005年4月－2005年5月 
木曜日：13:00-16:10 
平成 17 年 

4月7日  国際母子保健学 牛島廣治（発達医科学） 
4月14日 環境と健康  渡辺知保 
4月21日 熱帯感染症の生物学 北  潔（生物医化学） 
4月28日 感染症とヒトの遺伝要因 

徳永勝士（人類遺伝学） 
5月12日 平和・人権・国際保健 

 若井 晋 
（国際地域保健学） 

5月19日 国際社会における予防接種計画と根絶対策 
黒岩宙司 

（国際保健計画学） 
5月26日 発展途上国のヘルスプロモーション 

神馬征峰 
（国際地域保健学） 

 
国際保健学（選択－4年前期Ⅰ：2単位） 

2006年4月－2006年5月 
木曜日：13:00-16:10 
平成 18 年 

4月6日  国際保健計画とワクチンで予防可能な疾患（天

然痘、ポリオ、麻疹など） 
     黒岩宙司 

（国際保健計画学） 
4月13日 発展途上国におけるヘルスプロモーション 

神馬征峰 
（国際地域保健学） 

4月20日 感染症とヒトの遺伝要因 
徳永勝士（人類遺伝学） 
大橋 順（人類遺伝学） 

4月27日 フィールドワーク論 梅﨑昌裕 
5月11日  途上国における環境問題と人類生態学 
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     渡辺知保 
5月18日 国際母子保健学 牛島廣治（発達医科学） 
5月25日 熱帯感染症の生物学 北  潔（生物医化学） 

 
☆実 習 

2005年6月 
環境保健学実習（選択－4年前期Ⅱ：2単位） 

2005年10月 
保健学実験・検査法実習：「環境化学」（必修－3年前期Ⅲ：3単位） 

2006年10月 
保健学実験・検査法実習：「環境化学」（必修－3年前期Ⅲ：3単位） 

 
☆原書講読 

2005 年 5 月－2005 年７月 
山内太郎・清水華 

テキスト：Ulijaszek and Strickland (1993) Nutritional studies in biological 

anthrophlogy. In Lasker, G.W. and Mascie-Taylor, C.G.N. (eds.), Research 

strategies in human biology: field and survey studies. Cambridge: Cambridge 

University Press, pp. 108-139. 

Nordberg, M. and Nordberg, G.F. (2002) Cadmium. In Sarkar, B. (ed.), Heavy 

Metals in the environment. Marcel Dekker, pp. 231-269. 
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大学院  Lectures and Exercises/Practices for Graduate Students 
 
Human EcologyⅠ（人類生態学特論Ⅰ） 

May to June, 2005 
Introduction to human ecology   C. Watanabe 
Population Biology    M. Umezaki 

     Department of International Health,  
Tokyo Medical and Dental University 

 Journal club     Graduate students 
 

May to June, 2006 
Introduction: human ecology and environmental issues 

C. Watanabe 
Geographies of social inequality in health and well-being 

   Prof. Daniel Dorling 
Department of Human Geography, 
University of Sheffield, UK 

     Dr. Dimitris Ballas 
Department of Geography,  
University of Sheffield, UK 

Methodologies of data collection in the field M. Umezaki 
Chemicals and human health/survival  C. Watanabe 
Long-term change of adaptation   M. Umezaki 
Nutrition–ecological aspect   C. Watanabe 

 
Human EcologyⅡ（人類生態学特論Ⅱ） 

November to December, 2005 
Heavy metals in the environment   S. Himeno 

      Tokushima Bunri University 
Environmental lead (Pb) – exposure and health consequence: emphasizing 
historical and geographical aspects in Japan  

J. Yoshinaga 
Graduate School of Frontier Sciences 

Topics related with nutrition, modernization, and health 
   T. Inaoka 

Saga University 
Topics related with ecology of chimpanzee or other non-human primates, and 
conservation of wild animals in Africa   

G. Yamakoshi 
      Kyoto University 

 
November to December, 2006 

Biosocial meanings of health in developing countries 
T. Inaoka 

     Saga University 
Environmental lead (Pb) – exposure and health consequence: emphasizing 
historical and geographical aspects in Japan  
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J. Yoshinaga 
Graduate School of Frontier Sciences 

Chimpanzees as our “neighbors”: wildlife conservation practices in West 
African socio-cultural landscapes    

G. Yamakoshi 
      Kyoto University 

Essentiality and toxicity of metals   S. Himeno 
      Tokushima Bunri University 
 

ASNETリレー講義「日本・アジア学講座」 
アジアにおける人口問題と人々の生存・健康 

2006年10月－2007年1月 
月曜日：14:40-16:10 
平成 18 年 

  10月16日 アジアの環境－健康問題（1）：概観／水 
       渡辺知保 
  10月23日 アジアの環境－健康問題（2）：大気 
       渡辺知保 
  10月30日 人口を経済学的に考える 
       石見 徹（経・現代経済） 
  11月6日  食糧と持続可能性 
       石見 徹（経・現代経済） 

11月13日 アジアの環境－健康問題（3）：人口－生業－環

境 
       渡辺知保 
  11月20日 島嶼の人口支持力（1）：生態学的側面から 
       古澤拓郎 
      （国際連携本部ASNET推進室） 
  11月27日 島嶼の人口支持力（2）：文化的側面から 
       古澤拓郎 
      （国際連携本部ASNET推進室） 
  12月4日 アジアで話題となっている感染症 
       牛島廣治（発達医科学） 
  12月11日 アジアの少数民族の母子保健 
       牛島廣治（発達医科学） 
  12月18日 集団の適応指標（1）：出生 
       梅﨑昌裕 
 平成19年 
  1月15日 集団の適応指標（2）：死亡 
       梅﨑昌裕 
  1月22日 集団の適応指標（3）：移動 
       梅﨑昌裕 

 12 



卒業論文 Graduation Theses 
 
2005 年度 

大野正智 マウスへの周生期低濃度のカドミウム曝露が出生仔の加齢

後の行動神経機能に及ぼす影響 
 
黒木 匡 離島に居住する男性高齢者の身体活動量の評価―連続７日

間の加速度モニタリング― 
 
修士論文 Master’s Theses 
 
2005 年度 
Linda Dewanti Blood lead level and iron level of male workers during Ramadan 

fasting at vehicle terminal in a city of Eastern Java, Indonesia 
 

2006 年度 
Rajendra Prasad Parajuli 
 Dietary intake, geo-helminthiasis, socio-economic status and their 

relation with nutritional status of Mushar in lowland Terai, Nepal 
 
博士論文 Doctoral Dissertations 
 
2005 年度 

石飛裕美 Developmental toxicity of perinatal low-dose exposure to 
cadmium in mice: with special reference to metal concentrations, 
brain gene expresstions and reproductive functions 

 
周  歓 Longitudinal analysis of growth pattern and related ecological 

factors in rural schoolchildren in the Dongting Lake region, South 
China 

 
蒋 宏偉 Inter-household variation in adoption of cash cropping and its 

effects on labor, diet and nutritional status: a study in a Li hamlet 
in Hainan island, China 

 

2006 年度 
福山祥子 Nutritional ecology of Tongans: study on food intake and 

physical activity pattern in a population with high prevalence of 
obesity 

 
竹内昌平 Schistosoma japonicum infection and time allocation studies of 

the behaviors associated with water contact in a rural village, the 
Dongting Lake region, China 
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研究業績 Research Activities 
 
原著論文 Original Articles 
 
Andoh, S.Y., Umezaki, M., Nakamura, K., Kizuki, M. and Takano, T. (2006) 

Correlation between indebtness, HIV/AIDS, and political status and mortalities in 
African countries. Public Health, 120: 624-633. 

 
Andoh, S.Y., Umezaki, M., Nakamura, K., Kizuki, M. and Takano, T. (2007) 

Association of household demographic variables with child mortality in Cote 
d'Ivoire. Journal of biosocial Science, 39: 257-265. 

 
Beekley, M.D., Abe, T., Kondo, M., Midorikawa, T. and Yamauchi, T. (2006) 

Comparison of maximum aerobic capacity and body composition of elite Sumo 
wrestlers to elite athletes in combat and other sports. Journal of Sports Science & 
Medicine, Supple: 13-20. 

 
Dewanti, L., Watanabe, C., Sulistiawati and Ohtsuka, R. (2006) Unexpected chages in 
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Arsenic Hazard and Sustainable Water Supply System in Asian Environment (1998-) 
Alliance for Global Sustainability Full Project. 
Ohtsuka, R. (PI), Watanabe, Maharjan, Miyazaki, Sekiyama, Bae, Ishigaki, Kawata. 
CP= Harvey, C. (MIT, USA), Hug, S. (ETH/EAWAG, Switzerland), Ahmed, S.K.A. 
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Nutritional Ecological Survey in Rural Indonesia (2000-), The Japan Society for the 
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Ohtsuka, R. (PI), Sa’diyyah, Sekiyama, Roosita. 
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CP= Department of Health (Kingdom of Tonga), Faculty of Medicine (Diponegoro 
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Ishii M. (PI, Fukuoka University of Education), Ohtsuka, Natsuhara, Yamauchi, Zhou. 
CP= Gangwon National University (Korea), Liaoning Normal University (China). 
   
Health Development Study in Lao P.D.R. (2003-2008) Research Institute for Humanity 
and Nature Full-Research. 
Akimichi T. (PI, Research Institute for Humanity and Nature), Yamauchi, Natsuhara, 
Takeuchi. 
CP= National Institute of Public Health (Lao P.D.R.). 
   
Environmental Health Survey for Children in Asia (2003-) Grant-in-Aid for Scientific 
Research. 
Watanabe, C. (PI), Ohtsuka, Sekiyama, Tanaka, Dewanti. 
CP= Abdollah, O., Gunawan, B. (Institute of Ecology, Padjadjaran University, 
Indonesia). 
 
Environmentally Sound Rural Development in China (2003-) Grant-in-Aid for 
Scientific Research. 
Umezaki, M. (PI), Jinag. 
CP= Hainan Provincial Institute of Ethnology, Central University of Nationality, 
(China). 
 
Desirable Body Size, Dietary Intake and Physical Activity for Human: From the 
Perspective of Human Evolution (2004-2006) Grant-in-Aid for Scientific Research. 
Yamauchi, T. (PI), Shimizu. 
 CP= Department of Health (Solomon Islands). 
 
Medical Ecology of Malaria and Lifestyle Change after the Ethnic Tension in the 
Northern Guadalcanal, Solomon Islands (2005-) Grant-in-Aid for Scientific Research. 
Nakazawa, M. (PI, Gunma University), Yamauchi. 
CP= Department of Health (Solomon Islands). 

 
Demographic problems in Papua New Guinea Highland (2006-) Grant-in-Aid for 
Young Scientists. 
Umezaki, M. (PI). 
CP= Papua New Guinea Institute of Medical Research (Papua New Guinea). 
 
Environmental Problems and Human Security for Children as Our Future: Asia-Pacific 
Children and the Environment (ACE) Project. (2006-) Research Institute for Humanity 
and Nature Incubation Study. 
Yamauchi, T. (PI), Watanabe, Sekiyama. 
CP= Padjadjaran University (Indonesia), Department of Health (Solomon Islands). 
 
Impacts of Ethnic Conflict on People and Local Community, and Process for 
Reconstruction of Living Environment (2006-) Grant-in-Aid for Scientific Research. 
Yamauchi, T. (PI). 
CP= Department of Health (Solomon Islands). 
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Vulnerability and Resilience of Social-Ecological Systems (2006-) Research Institute 
for Humanity and Nature Pre-Research. 
Umetsu, K. (PI, Research Institute for Humanity and Nature), Yamauchi. 
CP= University of Zambia, Central Statistical Office (Zambia). 
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人類生態学セミナー Seminars on Human Ecology 
 
Dr. Elizabeth Snow （Associate Professor, Centre for Cellular & Molecular Biology, 
Deakin University，Australia） 
Arsenic: the dose makes the poison. Molecular toxicology and environmental exposures. 
2005. 6. 23. 
 
Prof. Daniel Dorling (Department of Human Geography, University of Sheffield, UK), 
Dr. Dimitris Ballas (Department of Geography, University of Sheffield, UK) 
Geographies of social inequality in health and well-being. 2006.5.19 
 
Dr. Chunying Chen (Laboratory for Biological Effects of Nano Materials and Nano 
Safety, Institute of High Energy Physics National Center for Nano Science and 
Technology) 
Mercury status in China and its impacts on human health. 2006.12.6. 
 
Dr. Robin Hide (Visiting Fellow, Department of Anthropology and Resource 
Management in Asia-Pacific Program, Australian National University) 
Magapodes in New Guinea cultures: material and mystical rerations. Plants and people 
in New Guinea: a review of work in ethnobotany. 2007. 1. 13. 
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人類生態学研究会 Meetings on Human Ecology 
 
第 19 回（2005 年 6 月 11 日） 
 

蒋 宏偉（人類生態） 

世帯構成、換金作物、労働時間及び食事：中国海南

島リー族の事例 

清水 華（人類生態） 

スンバ人の生態とマラリア 

今井秀樹（国立環境研究所） 

ビスフェノール A の次世代への影響 

河辺俊雄（高崎経済大学）  

マレーシアの学童に見られた中国系とマレー系の

成長の差異―国際 Auxology（成長）学会に参加し

て― 

 

第 20 回（2006 年 6 月 10 日） 
 

Linda Dewanti（人類生態） 
Blood lead level, iron level and red blood cell 
production of male workers during Ramadan fasting in 
Indonesia 

福山祥子（人類生態） 

トンガ人の食物摂取における個人内変動と個人間

差 

緑川泰史（早稲田大学スポーツ科学学術院） 

大学相撲選手の器官・組織レベルからみた身体組成

およびそれらを用いた安静時代代謝量の推定 

門司和彦（長崎大学熱帯感染症研究センター） 
Establishing a demographic surveillance system in 
Lahanam, Lao P.D.R. 
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教室員一覧 Staff, Students and Visiting Researchers 
 

名誉教授  鈴木継美 
大塚柳太郎 

教 授  渡辺知保 
助教授  2005.8- 梅﨑昌裕 

 
非常勤講師 

坂井建雄 順天堂大学医学部 
佐々木誠一 茨城県立医療大学 
新田裕史 国立環境研究所 
姫野誠一郎 徳島文理大学薬学部 
本郷哲郎 山梨県環境科学研究所 
稲岡 司 佐賀大学農学部 
中澤 港 群馬大学大学院医学系研究科 
梅崎昌裕 -2005.7 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 
末吉秀二 吉備国際大学社会学部 
山越 言 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 

 
助 手 

山内太郎 2002.4-2007.3 
清水 華 2005.5- 

 
特任助手 
 蒋 宏偉 2006.6-  

 
学術研究支援員 

古澤拓郎 2005.5-2005.9 
2005.10-2006.3 サステイナビリティ学連携研究機構 

特任研究員 
   2006.4-  国際連携本部 ASNET 推進室特任講師 

裵文珠 2005.11-2006.3 
 

事務補佐員 
青柳珠海 2005.4- 
松本千恵 2006.7- 

 
大学院生 

石飛裕美 2003.8-2006.3  博士課程 
蒋 宏偉 2003.4-2006.3  博士課程 
周  歓 2003.4-2006.3  博士課程 
竹内昌平 2003.4-2006.3  博士課程 
福山祥子 2004.4-2007.3  博士課程 
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 Linda Dewanti 2004.4-2006.3  修士課程 
2006.4- 博士課程 

水上知広 2005.4-   修士課程 
小原 崇 2005.4-2007.3  修士課程 
Rajendra Prasad Parajuli 
  2005.4-2007.3  修士課程 
新城梨奈子 2005.4-   修士課程 
松本エミリールイーズ明子 

2006.4- 修士課程 
柴田敏幸 2006.4-   修士課程 

 
大学院外国人研究生 

Erica Takane 2006.4-2007.3 
 

客員研究員 
A.B.M. Rafiqul Islam 

2003.12- 
 周  歓 2006.4-2007.3 

杉本記久恵 2006.4- 
裵文珠 2006.4-2007.3 

 
招聘研究者 

Katrin Roosita (Bogor Agricultural University, Indonesia) 
2005.1-2005.2 
2007.1-2007.2 
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